
本校数学科の取り組みH26-27 

－SS数学－ 



SS数学での取り組みの概要 

後期課程の数学の科目をSS数学として開講 
 SS数学Ⅰ(3)， SS数学A(2)， SS数学Ⅱ(4)， SS数学B(2)， SS数学Ⅲ(5) 

学習指導要領とDPシラバスとの対応の整理        

5・6年用評価規準の作成と使用 

独自テキストの作成とその実践 

授業から課題研究へ繋がった事例 

 



本校数学科の理念 

カリキュラムの理念 
国際社会の一員として適切に判断し，行動できる人間を育成するために， 
数学的リテラシーを育成するとともに，数学に対する興味・関心を高め， 
豊かな感性を養う。 

本校における「数学的リテラシー」 
• 確実な数学的根拠にもとづき判断する力 
• 数学的な記号や論理，適切なテクノロジーを用いて，数学的な操作を行う力 
• 数学を用いて，積極的に，豊かにコミュニケーションする力 
• 数学が世界で果たす役割を見つけ，理解する力 

カリキュラム策定の前提 
• 数学的モデル化過程の重視 
• テクノロジーの積極的な活用 

全てDPの趣旨を含んでいる 



評価規準の作成と使用 

５
・６
年 

規準A   規準B   規準C  

知識・技能 
プロセスと振り返り 数学的コミュニ

ケーション 
B1 B2 

数学的概念を理解し，
計算などの数学的
操作を行うことがで
きる． 

現実の問題を解
決するために，定
式化，処理，解
釈・評価のプロセ
スを踏むことがで
きる． 

数学の事象からパ
ターンや性質など
を見いだし，確か
め，発展させること
ができる． 

数学的表現を用いて，
積極的に，豊かに他
者とコミュニケーショ
ンすることができる． 

現実事象の探究 
(数学的モデル化) 

数学事象の探究 



独自テキストの作成とその実践 

テキスト作成の前提 
 事象の探究を志向 

• 現実事象/数学事象 

• 事象の探究を通して，数学的概念・手法を獲得 

 ICTの積極的な活用 

 発展的学習の一部導入 

 教科横断的な取り組み 

 
TGUISS 
数学5・6 
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独自テキストの作成 
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独自テキストの作成 
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独自テキストの作成事例－座標幾何－ 

 「座標幾何」 

  

 

   

 

 
 

※タイトルは全て仮 

節 主な内容 

§1「図形と方程式・不等式」   「図形と方程式」 

§2「色々な曲線」   2次曲線など 

§3「色々な曲線の表し方」   媒介変数表示，極座標，極方程式 

軌 
 
跡 



独自テキストの作成事例－座標幾何－ 

  

 

   

 

 
 

目標 

直線や曲線などの平面図形に関する条件を適切な座標系や式を用いて表現・処理し，それらの図形の
性質や関係を見いだしたり確かめたりできるようにするとともに，その方法を事象の考察に活用できる
ようにする． 

内容 

第1節 図形と方程式・不等式 

直線や円などの基本的な平面図形に関する条件を直交座標や方程式・不等式を用いて表現・処理し，
それらの図形の性質や関係を見いだしたり確かめたりするとともに，その手法を事象の考察に活用する． 

第2節 二次曲線  

放物線，楕円，双曲線が二次式で表されること及びそれらの二次曲線の基本的な性質を見いだし，理
解すること． 

第3節 曲線のいろいろな表し方 

媒介変数の意味及び曲線が媒介変数を用いて表されること，また，極座標の意味及び曲線が極方程式
で表されることを理解し，それらを事象の考察に活用すること． 



独自テキストの紙面の素案① 

  

 

   

 

 
 

数学事象の探究 

・座標幾何の有用性の感得 



独自テキストの紙面の素案② 

  

 

   

 

 
 

現実事象の探究 

写真 

地図 



探究課題 主な内容 

一点で交わる？(垂心) 軌跡,直線の方程式,平行,垂直 

一点で交わる？(外心) 2点間の距離，円の方程式 

一点で交わる？(重心) 分点，重心の座標 

垂心，外心，重心の関係は？ オイラー線 

𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 + 𝑐 = 0の係数を変化させると？ 定点を通る直線,領域,包絡線 

𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐のbを変化させると？ 媒介変数表示 

東京タワーとスカイツリーが同じ高さに見えるのは？ アポロニウスの円 

二直線から等しい点の集合は？ 点と直線の距離 

方べきの定理の再証明 円と直線の共有点 

方べきの値が等しい点の軌跡は？ 2円の関係，円束，円の接線 

最適解は？ 領域，線形計画法 

実践例§1 



授業の実際－座標幾何－ 

探究４ 東京タワーとスカイツリーが同じ高さに見える位置は？ 

 大田区と目黒区の境に位置する東京工業大学からは，東京タワー
(333m)と東京スカイツリー(634m)が同じ高さにみえる．ここだけでは

なく，東京都内にはこれらのタワーが同じ高さに見えるスポットがいく
つか存在し，タワーファンに人気であるという．それらのスポットを特
定してみよう． 

2011･8･11 東京新聞 



授業の実際－座標幾何－ 

T：どのような状態の時，同じ高さに見えるか？ 

生徒の反応 



授業の実際－座標幾何－ 

T：仰角が等しい所はどういう地点か？ 

生徒の反応 



授業の実際－座標幾何－ 

アポロニウスの円を定義 

数学的処理，結論 

生徒の反応 



独自テキストの紙面の素案② 

スカイツリー 数学的結論を 
現実の場面と照合する 

Google mapより 

東京タワー 



授業の実際－座標幾何－ 

数学的モデル化サイクル
の意識化 



授業から課題研究へ繋がった事例 

𝑠𝑖𝑛𝜃 + 𝑐𝑜𝑠𝜃が円運動となる
ことを，図形的に解釈しよう 

𝑠𝑖𝑛𝜃 + 𝑐𝑜𝑠𝜃 = 12 + 12sin⁡(𝜃 + 𝛼) 

三角関数の授業で扱った題材を基に，
生徒が課題研究のテーマとした事例を
紹介する． 

授業で扱った課題は以下の通りである． 



授業から課題研究へ繋がった事例 

 授業では，右図のように， 

𝑠𝑖𝑛𝜃 + 𝑐𝑜𝑠𝜃が点Fのy座標となるよう
に考え，点Fが円運動をすることを確
認した． 

 

 この課題を基に，ある生徒が，点Dの
y座標も𝑠𝑖𝑛𝜃 + 𝑐𝑜𝑠𝜃であるのであるか
ら，点Aを動かしたとき，点Dがどのよう
な軌跡を描くのかを調べた． 



授業から課題研究へ繋がった事例 

𝑦 = 𝑥 ± 1 − 𝑥2 

 
𝑥 = 𝑐𝑜𝑠𝑡　　　　⁡
𝑦 = 𝑠𝑖𝑛𝑡 + 𝑐𝑜𝑠𝑡 

 
𝑥 = 𝑐𝑜𝑠𝑡　　　　　　
𝑦 = 𝑎𝑠𝑖𝑛𝑡 + 𝑏𝑐𝑜𝑠𝑡 

その結果，楕円と
なった． 

長軸，短軸，x軸から
の傾き，焦点等を調
べたのち，右のように
発展させた． 



授業から課題研究へ繋がった事例 

 
𝑥 = 𝑐𝑜𝑠𝑡　　　　　　
𝑦 = 𝑎𝑠𝑖𝑛𝑡 + 𝑏𝑐𝑜𝑠𝑡 

𝑎 = −1, 𝑏 = 1 

𝝅

𝟐
 

これに関する諸性質を調べた． 

その中に，右図のように，2つのグラフの共通部
分の面積に関する性質を見出した． 

𝑎 = 1, 𝑏 = 1 



今後の課題 

課題発見能力の育成 

 授業の内容を発展させて， 

 課題研究のテーマとして設定できるような 

 

自ら数学的モデル化を遂行する力のさらなる育成 

 

統計処理能力の育成  検定・・・・ 

能力 

題材 


